
　
十
一
月
十
二
日
、
顕
彰
会
主
催
で
「
幸
徳

秋
水
と
幕
末
維
新
先
人
史
跡
め
ぐ
り
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
秋
水
だ
け
を
対
象
に
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
「
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
」
開
催
に

合
わ
せ
、
秋
水
に
つ
な
が
る
中
村
の
先
人
た

ち
も
加
え
ま
し
た
。

　
市
広
報
で
告
知
し
、
高
知
新
聞
に
も
記
事

に
し
て
も
ら
い
、
市
民
ら
三
十
八
名
が
参
加
。

岡
山
か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
集
合
の
公
民
館
か
ら
市
役
所
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
羽
生
山
墓
地
登
り
口
へ
。
町
を
見

下
ろ
し
な
が
ら
歩
い
て
上
へ
。
高
齢
者
も
い

る
の
で
心
配
し
た
が
、
み
ん
な
元
気
。

　
元
禄
二
年
、
中
村
藩
は
将
軍
綱
吉
の
命
で

改
易
に
な
る
。
以
降
の
中
村
は
、
町
人
中
心

の
町
と
な
っ
た
。

　
一
條
家
の
学
問
を
受
け
継
い
だ
「
一
條
南

学
」
の
祖
、
町
人
出
身
学
者
遠
近
鶴
鳴
、
そ

の
教
え
を
受
け
た
樋
口
真
吉
や
初
代
熊
本
県

令
安
岡
良
亮
の
先
祖
（
祖
父
隼
太
、父
良
輝
）

ら
の
墓
へ
。
神
風
連
の
乱
で
殉
職
し
た
良
亮

の
墓
は
熊
本
に
あ
る
。

　
ま
た
、
商
人
と
し
て
幕
末
を
た
く
ま
し
く

生
き
、
多
く
の
と
ん
ち
話
を
残
し
、
い
ま
で

は
中
村
名
物
お
菓
子
と
し
て
有
名
な
泰
作
さ

ん
（
中
平
泰
作
）、
自
由
党
活
動
家
か
ら
大

逆
事
件
当
時
中
村
町
五
代
目
町
長
に
な
っ
た

藤
倉
忠
吉
墓
も
。

　
山
を
下
り
た
あ
と
は
、
秋
水
生
家
跡
か
ら

秋
水
漢
学
の
師
木
戸
明
邸
（
遊
焉
義
塾
）
へ
。

木
戸
家
現
当
主
秀
雄
氏
（
明
ひ
孫
、
顕
彰
会

会
員
）
か
ら
庭
に
入
れ
て
も
ら
い
、
当
時
の

塾
の
模
様
な
ど
を
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受

け
た
。
塾
で
は
漢
学
だ
け
で
な
く
、
西
洋
訳

書
も
教
え
て
い
た
。
隣
が
安
岡
良
亮
邸
跡
。

　
為
松
公
園
で
は
秋
水
絶
筆
碑
を
説
明
。
ほ

か
に
木
戸
明
、
樋
口
真
吉
、
藤
倉
忠
吉
の
各

顕
彰
碑
も
。
真
吉
に
つ
い
て
は
、
公
園
入
口

の
生
家
跡（
現
駐
車
場
）も
。郷
土
資
料
館（
お

城
）
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
（
来
年
三
月

オ
ー
プ
ン
）
の
た
め
入
れ
な
か
っ
た
。

　
正
福
寺
墓
地
で
は
、
秋
水
は
じ
め
幸
徳
一

族
墓
、
坂
本
清
馬
墓
、
木
戸
明
一
族
墓
を
そ

れ
ぞ
れ
説
明
。
毎
年
一
月
二
十
四
日
秋
水
墓

前
祭
へ
の
参
加
も
呼
び
か
け
た
。
最
後
は
図

書
館
秋
水
資
料
室
へ
。

　
秋
水
は
商
家
の
出
（
俵
屋
）。
樋
口
真
吉
、

安
岡
良
亮
は
下
級
武
士
（
郷
士
）
だ
が
、
遠

近
鶴
鳴（
宇
和
屋
）か
ら
学
ぶ
。
木
戸
明（
吸

田
屋
）、
藤
倉
忠
吉
（
堺
屋
）
も
商
家
。

　
江
戸
期
の
中
村
を
支
え
た
町
民
文
化
の
流

れ
の
中
に
、
秋
水
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
視
点
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
顕
彰
会
入
会
申
し
出
も
あ
り
、

ま
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
中
身
の
濃
い
秋
の
一

日
で
あ
っ
た
。

　

　
高
知
県
立
文
学
館
で
は
開
館
二
十
周
年
特

別
企
画
と
し
て
、
九
月
二
十
三
日
〜
十
一
月

十
二
日
、
幸
徳
秋
水
が
ア
メ
リ
カ
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
い
た
同
郷（
高
知
県
安
芸
市
）

の
同
志
岡
繁
樹
へ
宛
て
た
書
簡
、
葉
書
七
点

を
展
示
し
ま
し
た
。

　
秋
水
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十

一
月
、
筆
禍
事
件
か
ら
の
出
獄
後
渡
米
し
ま

す
。
そ
の
直
前
に
出
し
た
も
の
で
、
十
月
四

日
付
書
簡
で
は
平
民
社
の
解
散
を
伝
え
る
と

と
も
に
、「
甥
の
幸
徳
幸
衛
を
連
れ
て
行
く

の
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
職
の
世
話

を
お
願
い
で
き
な
い
か
」
と
頼
ん
で
い
る
。

　
秋
水
は
ア
メ
リ
カ
滞
在
八
カ
月
で
帰
国
す

る
が
、
幸
衛
は
絵
の
勉
強
が
し
た
い
と
残
る
。

　
幸
衛
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
四
ペ
ー
ジ

「
画
家
幸
徳
幸
衛
の
家
族
た
ち
」
に
書
い
て

い
ま
す
。

　
県
立
美
術
館
で
は
幸
衛
の
絵
画
を
展
示
中

（
来
年
一
月
十
四
日
ま
で
）
で
す
。
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幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
二
代
目
会
長

（
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
五
）
北
澤
保
さ
ん
、

三
代
目
会
長
（
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
七
）
久

保
知
章
さ
ん
が
今
年
続
け
て
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
お
二
人
は
昭
和
十
三
年
同
年
生
れ
で

し
た
。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
お
二
人
の
経

歴
等
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

二
〇
一
七
年
十
月
九
日
没
、
七
十
九
歳
。

昭
和
十
三
年
十
月
、
中
村
生
ま
れ
。

　

中
村
高
校
で
は
剣
道
部
に
属
し
、
チ
ー
ム

は
県
大
会
団
体
優
勝
を
す
る
ほ
ど
の
強
豪
で
、

本
人
は
三
段
。

　

高
校
卒
業
後
は
地
元
中
村
郵
便
局
に
入
る
。

全
逓
労
働
組
合
で
精
力
的
に
活
動
。
真
面
目
、

誠
実
、
几
帳
面
な
性
格
か
ら
、
仕
事
で
も
組

合
で
も
周
り
の
信
頼
を
得
た
ま
と
め
役
で

あ
っ
た
。

　

地
元
労
組
の
協
議
体
で
あ
る
中
村
地
区
労

で
は
長
く
会
長
を
務
め
、
一
九
八
〇
年
代
、

総
評
解
体
に
よ
る
路
線
分
裂
以
降
も
中
村
地

区
労
は
そ
の
ま
ま
統
一
し
た
形
で
残
り
、
い

ま
で
も
統
一
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
の

は
北
澤
さ
ん
接
着
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
こ
と
は
、
関
係
者
の
見
方
が
一
致
す
る
と

こ
ろ
。
そ
ん
な
北
澤
さ
ん
は
、
土
佐
人
に
し

て
は
め
ず
ら
し
く
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
。

　

北
澤
さ
ん
は
郵
便
局
を
定
年
退
職
後
の
二

〇
〇
一
年
、
六
十
二
歳
の
時
、
社
会
民
主
党

か
ら
中
村
市
会
議
員
に
出
馬
し
当
選
し
、
議

員
を
四
期
、
あ
ゆ
み
共
同
作
業
所
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
も
か
か
わ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
会
長
を
務
め
た
。

　

幸
徳
秋
水
顕
彰
運
動
で
は
常
に
先
頭
に

た
っ
て
こ
ら
れ
た
。
戦
後
解
放
さ
れ
て
か
ら
、

秋
水
の
顕
彰
運
動
を
担
っ
て
き
た
の
は
中
村

の
労
働
組
合
。
毎
年
一
月
二
十
四
日
の
秋
水

刑
死
日
に
墓
前
祭
を
始
め
、
い
ま
に
続
い
て

い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
顕
彰
運
動
を
組
織
化
し
た

幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
を
結
成
、
初
代
事

務
局
長
に
、
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
、
森
岡
邦

廣
会
長
の
後
を
継
い
で
二
代
目
会
長
に
な
ら

れ
た
。

　

北
澤
さ
ん
は
七
十
歳
に
な
ら
れ
た
こ
ろ
、

十
万
人
に
一
人
と
も
い
わ
れ
る
難
病
、
消
化

管
間
質
腫
瘍
（
胃
ジ
ス
ト
）
に
か
か
ら
れ
た
。

高
知
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
腹
手
術
。
以
降

も
手
術
の
繰
り
返
し
で
、
術
後
は
四
万
十
市

民
病
院
に
移
り
、
容
体
が
安
定
し
て
か
ら
自

宅
に
帰
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た

　

本
人
の
申
し
出
が
あ
り
、
二
〇
一
五
年
五

月
の
総
会
で
顕
彰
会
会
長
を
引
か
れ
、
久
保

知
章
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

　
「
保
っ
ち
ゃ
ん
」
と
ま
わ
り
か
ら
呼
ば
れ

親
し
ま
れ
て
き
た
笑
顔
を
、
い
ま
は
天
の
上

か
ら
降
り
注
い
で
く
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
六
月
十
六
日
没
、
七
十
八
歳
。

昭
和
十
三
年
八
月
、
幡
多
郡
三
原
村
生
ま
れ
。

　

宿
毛
高
校
か
ら
大
阪
府
立
大
学
農
学
部
獣

医
学
科
に
進
ま
れ
た
。

　

卒
業
後
は
明
治
乳
業
に
入
社
、
釧
路
工
場

専
属
獣
医
師
と
し
て
北
海
道
の
酪
農
家
を
助

け
る
仕
事
を
さ
れ
た
。

　

い
ま
四
万
十
市
と
友
好
交
流
を
し
て
い
る

別
海
町
で
の
仕
事
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
と
、
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
。

　

高
知
県
に
帰
っ
て
か
ら
は
三
原
村
隣
の
大

月
町
役
場
の
獣
医
に
。
さ
ら
に
一
九
八
三
年
、

中
村
市
東
町
に
小
動
物
を
対
象
に
し
た
中
村

動
物
病
院
を
開
業
。

　

久
保
さ
ん
は
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
強
く
、

乞
わ
れ
て
二
〇
〇
五
年
、
三
原
村
村
長
選
挙

に
出
て
当
選
。
し
か
し
、
二
期
目
は
無
念
で

あ
っ
た
。

　

大
柄
で
ふ
っ
く
ら
と
し
た
と
て
も
温
か
味

も
あ
る
人
柄
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
見
識

と
情
熱
を
備
え
て
い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

だ
っ
た
。
動
物
に
も
や
さ
し
く
、
赤
ひ
げ
の

よ
う
な
獣
医
さ
ん
で
あ
っ
た
。
ト
ン
ボ
と
自

然
を
考
え
る
会
会
長
に
も
就
か
れ
て
い
た
。

　

大
学
時
代
、
六
〇
年
安
保
反
対
運
動
に
参

加
し
た
経
験
か
ら
、
反
戦
平
和
の
元
祖
、
地

元
の
幸
徳
秋
水
を
尊
敬
し
て
い
た
。
人
へ
の

や
さ
し
さ
で
は
秋
水
と
共
通
し
て
い
た
。

　

幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
結
成
以
降
ず
っ

と
役
員
を
務
め
ら
れ
、
副
会
長
に
も
。
そ
し

て
病
気
治
療
に
専
念
す
る
北
澤
会
長
に
代

わ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
五
月
総
会
で
三
代
目

会
長
に
就
い
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
人
は
「
わ
し
ゃ
あ
、
秋
水
先
生
の
こ
と

は
勉
強
不
足
じ
ゃ
け
ん
」
と
遠
慮
さ
れ
て
い

た
が
、
久
保
さ
ん
が
適
任
で
あ
る
こ
と
は
み

な
の
見
方
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
ほ
ど
な
く
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
で

よ
く
演
歌
「
幸
徳
秋
水
」
を
歌
っ
て
い
た
喉

の
奥
に
か
な
り
進
行
し
た
食
道
ガ
ン
が
見
つ

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
今
年
一

月
の
秋
水
墓
前
祭
で
は
挨
拶
さ
れ
た
の
で
、

本
当
な
の
か
と
疑
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
会
長
を
宮
本
博
行
さ
ん
（
市
会

議
員
）
に
交
代
し
た
五
月
の
総
会
に
は
や
は

り
出
席
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
い
た
。

　

最
後
の
二
年
間
、
無
理
を
お
願
い
し
た
の

で
は
な
い
か
と
み
な
心
苦
し
い
が
、
久
保
さ

ん
は
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
す
る
な
と
、
い
ま

ご
ろ
北
澤
さ
ん
と
一
緒
に
、
尊
敬
す
る
秋
水

に
会
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

元
会
長 

二
人
逝
く

北 

澤
　
保 

さ
ん

久
保 

知
章 

さ
ん

１９７１年足摺岬　左より　
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秋
水
顕
彰
会
今
年
度
総
会
を
五
月
十
四

日
、
市
立
中
央
公
民
館
で
開
催
。
新
会
長
に

宮
本
博
行
さ
ん
（
市
会
議
員
）
を
選
出
し
た
。

　

こ
の
総
会
に
幸
徳
秋
水
ひ
孫
の
小
谷
美
紀

さ
ん
（
埼
玉
県
草
加
市
）
を
招
待
し
た
。

　

美
紀
さ
ん
は
、
秋
水
最
初
の
妻
西
村
ル
イ

（
旧
久
留
米
藩
士
正
綱
娘
）
が
秋
水
に
離
縁

さ
れ
た
後
ひ
そ
か
に
産
ん
だ
ハ
ヤ
子
が
の
ち

に
小
谷
清
七
と
結
婚
し
て
生
ん
だ
長
男
（
小

谷
正
昭
）
の
次
女
に
あ
た
り
、
生
前
の
ハ
ヤ

子
と
ず
っ
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
た
。

　

ハ
ヤ
子
の
存
在
が
一
九
八
二
年
朝
日
新
聞

ス
ク
ー
プ
で
世
に
知
ら
れ
た
時
、
美
紀
さ
ん

は
中
学
生
。
社
会
科
教
科
書
に
出
て
く
る
人

物
が
自
分
の
ひ
い
じ
い
さ
ん
と
わ
か
り
び
っ

く
り
し
た
そ
う
だ
。

　

社
会
科
の
先
生
に
呼
ば
れ
い
ろ
い
ろ
聞
か

れ
、学
校
で
は
注
目
の
人
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ハ
ヤ
子
は
翌
年
亡
く
な
っ
た
が
、
お
ば
あ

さ
ん
は
し
つ
け
な
ど
が
き
び
し
い
中
に
、
気

品
を
そ
な
え
て
い
た
と
い
う
。
美
紀
さ
ん
に

見
せ
て
も
ら
っ
た
弟
さ
ん
の
写
真
は
、
秋
水

そ
っ
く
り
で
あ
る

　

昨
年
五
月
に
は
秋
水
孫
二
人
（
ハ
ヤ
子
の

長
女
、
次
女
。
美
紀
さ
ん
の
伯
母
）
も
秋
水

墓
参
に
来
て
い
る
の
で
、
秋
水
の
血
を
引
く

身
内
三
人
目
の
中
村
訪
問
と
な
っ
た
。

　

美
紀
さ
ん
は
最
初
に
正
福
寺
秋
水
墓
で

じ
っ
と
手
を
合
わ
せ
た
。
秋
水
生
家
跡
、
絶

筆
碑
も
案
内
し
、
市
立
図
書
館
内
秋
水
資
料

室
で
は
、
顕
彰
会
で
用
意
を
し
た
西
村
ル
イ

写
真
を
美
紀
さ
ん
の
手
で
秋
水
写
真
の
下
に

展
示
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

秋
水
の
後
の
妻
、
師
岡
千
代
子
、
管
野
須

賀
子
の
写
真
等
は
以
前
か
ら
展
示
を
し
て
い

る
が
、
西
村
ル
イ
関
連
の
展
示
は
こ
れ
ま
で

何
も
な
か
っ
た
の
で
、
新
聞
各
社
の
取
材
も

あ
り
、
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
秋
水
の
子
を

残
し
た
妻
と
し
て
、
秋
水
の
生
涯
を
知
る
う

え
で
も
、
貴
重
な
展
示
と
な
っ
た
。

　

美
紀
さ
ん
に
は
総
会
で
挨
拶
し
て
も
ら

い
、
夜
の
交
流
会
で
も
会
員
と
懇
親
を
深
め

て
も
ら
っ
た
。
四
万
十
川
佐
田
沈
下
橋
に
も

案
内
し
た
。

　

美
紀
さ
ん
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
自
身
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
秋
水
ひ
孫
で
あ
る
こ
と
を
公

開
し
て
お
り
、
ま
た
ブ
ロ
グ
で
も
秋
水
の
記

事
を
時
々
書
い
て
い
る
行
動
派
で
あ
る
。

　

顕
彰
会
に
も
入
会
。
こ
れ
か
ら
も
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

毎
月
第
二
日
曜
日
、
午
後
一
時
半
よ
り
、

四
万
十
市
立
中
央
公
民
館
で
開
催
中
。

　

市
広
報
に
も
掲
載
。
会
員
で
な
く
と
も
参

加
自
由
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
、
尾
﨑
清

　
　

０
９
０
・
９
４
５
８
・
７
８
３
３

　

今
年
の
テ
ー
マ
と
今
後
の
予
定
。

　

２
０
１
７
年

１
月　

近
代
民
主
思
想
の
系
譜

　
　
　
　
　

―

龍
馬
・
兆
民
・
秋
水―

２
月　

西
村
ル
イ
（
秋
水
最
初
妻
）
ゆ
か
り

　
　
　

の
福
島
県
安
積
訪
問
報
告

３
月　

平
沼
騏
一
郎
と
大
逆
事
件

４
月　

安
岡
良
亮
と
そ
の
一
族

５
月　

共
謀
罪
学
習
講
演
会
（
田
中
肇
高
知

　
　
　

短
大
名
誉
教
授
）

６
月　

秋
水
「
自
由
党
を
祭
る
文
」

７
月　

秋
水
「
田
中
正
造
天
皇
直
訴
文
」

８
月　

徳
富
蘆
花
「
謀
反
論
」

９
月　

熊
本
近
代
史
と
土
佐

10
月　

大
逆
事
件
と
熊
本

11
月　

幸
徳
秋
水
と
幕
末
維
新
先
人
史
跡
め

　
　
　

ぐ
り

12
月　

I
タ
ー
ン
組
四
万
十
市
と
秋
水
を
語

　
　
　

る

　

２
０
１
８
年
（
予
定
）

１
月　

日
本
の
憲
法
と
幸
徳
秋
水

２
月　

秋
水
を
支
え
た
義
兄
駒
太
郎

３
月　

山
縣
有
朋
と
大
逆
事
件

総
会
、秋
水
ひ
孫
墓
参

総
会
、秋
水
ひ
孫
墓
参

■ 

幸
徳
秋
水
刑
死

　
　

１
０
７
周
年
墓
前
祭

記
念
講
演
会

日
時　

２
０
１
８
年
１
月
24
日
（
水
）

　
　
　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
過
ぎ

場
所　

四
万
十
市
中
村　

正
福
寺

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
師　

田
中
全
（
顕
彰
会
事
務
局
長
）

演
題　

中
村
町
民
文
化
と
幸
徳
秋
水

小谷美紀さん秋水墓参

西村ルイ写真を展示

ご
案
内



　
幸
徳
幸
衛
の
絵
画
が
い
ま
高
知
県
立
美
術
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
高
知
の
洋
画
」
の
中
で
展

示
さ
れ
て
い
る
。（
十
月
十
八
日
〜
来
年
一
月
十

四
日
）

　
幸
衛
は
幸
徳
秋
水
の
甥
で
兄
亀
治
の
子
。
亀

治
の
死
後
秋
水
に
引
き
取
ら
れ
、
東
京
で
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
た
が
、
明
治
三
十
八
年
十
一
月
、

十
五
歳
の
時
、
秋
水
に
連
れ
ら
れ
ア
メ
リ
カ
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
っ
た
。

　
秋
水
は
八
か
月
後
帰
国
し
た
が
、
幸
衛
は
絵

の
勉
強
が
し
た
い
と
残
る
。
し
か
し
、
ま
も
な

く
秋
水
は
大
逆
事
件
で
刑
死
。
身
内
と
し
て
ア

メ
リ
カ
で
も
迫
害
を
受
け
る
中
、
結
婚
、
子
も

二
人
で
き
た
が
、
単
身
パ
リ
に
修
行
に
出
た
後
、

昭
和
四
年
一
人
で
シ
ベ
リ
ア
経
由
二
十
七
年
ぶ

り
に
中
村
に
帰
る
。

　
帰
国
後
も
地
元
で
風
景
画
な
ど
を
描
き
続
け

た
が
、
昭
和
八
年
、
四
十
三
歳
で
病
没
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
家
族
に
は
会
え
な
い
ま
ま
。

　
こ
う
し
た
幸
衛
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
幸
衛

母
方（
木
村
家
）の
従
弟
木
村
林
吉
が
書
い
た『
眼

の
な
い
自
画
像
』（
二
〇
〇
一
年
、
美
術
の
図
書

三
好
企
画
刊
）
に
詳
し
い
。

　
幸
衛
遺
品
は
中
村
在
住
の
木
村
家
縁
者
田
中

和
夫
氏
（
顕
彰
会
会
員
）
が
所
蔵
し
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
県
立
美
術
館
に
寄
贈
。
絵
画
七
点
ほ
か
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
幸
衛
は
秋
水
刑
死
後
、号
を
「
死
影
」
と
称
し
た
。

展
示
の
中
の
代
表
作
、
パ
リ
で
描
き
木
村
著
の

書
名
に
も
な
っ
た
自
画
像
は
、
社
会
か
ら
白
眼

視
さ
れ
、
踏
み
つ
け
ら
れ
た
人
間
の
崩
さ
れ
た

顔
で
あ
り
、
大
逆
事
件
は
秋
水
だ
け
で
な
く
一

族
の
人
生
を
も
歪
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
暗

黒
社
会
の
襞
（
ひ
だ
）
に
触
れ
る
よ
う
な
凄
み

が
あ
る
。

　
私
は
木
村
著
を
読
ん
で
以
降
、
幸
衛
が
ア
メ

リ
カ
に
残
し
た
家
族
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
。

　
幸
衛
は
大
正
十
年
、
三
十
一
歳
の
時
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
高
橋
松
子
と
結
婚
。
松
子
は
日
系

二
世
で
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
る
の
で
重
宝
が
ら
れ
、

早
川
雪
舟
が
手
掛
け
て
い
た
米
国
映
画
の
脇
役

な
ど
に
出
て
い
た
女
優
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
明
子
、

光
が
生
ま
れ
、
さ
さ
や
か
な
幸
福
を
つ
か
ん
で

い
た
。
パ
リ
へ
送
ら
れ
て
き
た
、
幸
衛
の
身
を

心
配
す
る
松
子
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
手
紙
が
何
通

も
遺
品
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
幸
衛
は
パ
リ
で
旅
券
を
二
度
も
紛

失
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
帰
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い

ま
ま
日
本
へ
。
ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
か
。
朝
鮮

か
ら
は
特
高
警
察
の
尾
行
が
つ
い
た
。

　
妻
と
は
離
婚
。
木
村
は
ア
メ
リ
カ
に
捨
て
ら

れ
た
形
と
な
っ
た
家
族
の
そ
の
後
の
こ
と
は
触

れ
て
い
な
い
。
田
中
和
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
木
村

は
幸
衛
家
族
の
消
息
ま
で
は
調
べ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
り
和
夫
氏
自
身
も
知
ら
な
い
と
い
う
。

　
私
は
今
回
の
展
示
を
機
に
、
そ
の
消
息
を
知

り
た
い
と
思
っ
た
。

　
各
方
面
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
現
在
ロ
ス

在
住
の
光
の
息
子R
u
sse
ll

タ
カ
シ
ヤ
マ
ザ
キ

（
六
十
四
歳
）
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

タ
カ
シ
は
日
本
語
が
話
せ
な
い
の
で
、
少
し
話

せ
る
妻
（
日
系
）
か
ら
何
回
か
に
分
け
て
電
話

で
き
か
せ
て
も
ら
っ
た
話
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

　
夫
が
日
本
に
帰
っ
て
し
ま
っ
たM

artha

松
子

は
、
や
む
な
く
ヤ
マ
ザ
キ
と
再
婚
。
新
た
に
男

の
子
も
一
人
で
き
た
。
そ
の
後
、
日
米
開
戦
に

よ
り
一
家
は
敵
国
人
と
し
て
ア
リ
ゾ
ナ
キ
ャ
ン

プ
（
収
容
所
）
に
入
れ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
四
十

五
歳
の
こ
ろ
夫
が
交
通
事
故
死
。

　
五
十
歳
の
時
、
三
度
目
の
結
婚
を
カ
ワ
ム
ラ

と
し
た
。
松
子
は
晩
年
も
明
る
く
、
よ
く
し
ゃ

べ
り
、
孫
タ
カ
シ
の
結
婚
式
で
は
ダ
ン
ス
も
踊
っ

た
。
一
九
九
七
年
、
九
十
七
歳
で
没
。

　
そ
の
三
年
前
に
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
タ
イ
ム

ズ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
私
の
最
初
の
結
婚
は

見
合
い
（arranged

）
で
あ
っ
た
が
、
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
（less than satisfactory

）」

と
語
っ
て
い
る
。

　Robert

光
は
ア
リ
ゾ
ナ
キ
ャ
ン
プ
か
ら
米
国

陸
軍
情
報
部
（M

IS

）
へ
入
り
、
戦
後
ま
も
な
く

東
京
へ
。
部
隊
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
通
訳

や
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
か
らGH

Q

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
確
認
は
と
れ
て
い
な
い
）

　
東
京
に
十
三
年
い
る
間
に
結
婚
、
二
人
の
子

（
ミ
ツ
ノ
、
タ
カ
シ
）
が
生
ま
れ
た
。
帰
国
後
は

政
府
関
連
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

二
〇
〇
七
年
没
。
墓
は
ロ
ス
の
軍
人
墓
地
。

　
光
の
姉D

olores

明
子
は
ロ
ス
で
暮
ら
し
て

い
た
が
、
夫
ヤ
マ
シ
タ
を
ガ
ン
で
失
っ
て
か
ら
は
、

次
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
ハ
ワ
イ
へ
。
長
い
間
リ
ュ
ー

マ
チ
を
患
い
、
最
後
は
車
イ
ス
。
二
〇
〇
〇
年

没
後
は
ハ
ワ
イ
大
学
に
献
体
、
一
年
後
海
に
散

骨
さ
れ
た
。
娘
一
人
が
ロ
ス
に
い
る
。

　
妻
子
三
人
の
中
で
光
だ
け
が
中
村
の
父
の
墓

を
訪
ね
て
い
る
。
最
初
は
東
京
か
ら
ひ
そ
か
に
。

二
度
目
は
一
九
八
〇
年
、
ロ
ス
か
ら
家
族
で
。

　
光
は
自
分
ら
を
捨
て
た
父
に
対
し
て
ど
ん
な

思
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
村
在
住
の
田
中

和
夫
氏
等
の
縁
者
に
は
接
触
し
な
か
っ
た
よ
う

で
、
秋
水
顕
彰
会
の
記
録
に
も
残
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
ほ
ど
高
知
市
在
住
で
あ
っ
た

幸
徳
富
治
娘
池
三
春
（
二
〇
一
〇
年
没
）
の
家

族
に
聞
く
と
、
三
春
は
生
前
ア
メ
リ
カ
の
ヤ
マ

ザ
キ
と
交
流
が
あ
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
が

送
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
東
京
在
住
の
秋
水
姉
寅
（
牧
子
）
の

孫
今
井
君
代
（
一
九
八
五
年
没
）
の
家
族
か
ら

も
同
じ
話
を
聞
い
た
。
ヤ
マ
ザ
キ
と
は
光
の
こ

と
だ
ろ
う
。
き
っ
か
け
は
一
九
八
〇
年
来
日
の

こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
い
経

緯
は
わ
か
ら
な
い
。
今
回
調
査
中

な
るW

ebsite

を
見
つ
け
た
。

　
松
子
の
姉
の
孫RickTagaw

a

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
）
が
制
作
し
た
も
の
で
、戦
後
の
松
子
、光
、

明
子
な
ど
の
写
真
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
一
番
驚
い
た
の
は
光
が
米
軍
に
入
隊
し

て
い
た
こ
と
。
か
つ
て
秋
水
は
将
来
の
日
米
戦

を
予
想
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
の
身
内
が
米
軍

に
入
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
光
の
息
子
タ
カ
シ
が
い
ま
住
ん
で
い
る
ロ
ス

の
家
に
は
、
幸
衛
の
絵
が
一
枚
飾
っ
て
い
る
と

い
う
。
ロ
ス
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
風
景
と
い
う

か
ら
、
幸
衛
が
パ
リ
に
渡
る
前
に
描
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
絵
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
い
つ
か
、
そ
れ
ら
の
絵
を
見
せ
て
も
ら
う
機

会
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

田
　
中
　
　
全幸衛自画像

幸衛と松子
木村林吉著より

息子 Robert 光
website より

画
家
幸
徳
幸
衛
の
家
族
た
ち

“KotokuYukie”
http://w

w
w
.72note.com

/yukie/yukie.htm
l


